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鶴見区社協より

◆送迎サービスをご利用になりませんか？
鶴見区内にお住

まいの要介護、要
支援高齢者の方々
等が安心して通院
等の外出ができる
ようボランティア
による送迎サービス（有料）を行っていま
す。利用ご希望の方はご相談ください。
※利用するには事前の登録が必要となります。
○利用日時：月～土 9：00～17：00
○問合：3502-2686（送迎専用）

◆福祉総合相談
あなたのお困りごとについて、まずはご

相談ください。相談は無料、秘密厳守、予
約不要です。直接会場へ。
○日時：3／27（火）13：00～16：00

（受付は15:30まで）
※弁護士相談は、希望者多数の場
合は13：00に抽選6名。

○場所：UNEXビル6階

◆子育てサポートシステム説明会
子育てをお手伝いして欲しい方、してく

ださる方が相互に登録し、お互いの信頼関
係をもとに援助活動を行うシステムです。
登録ご希望の方は、説明会にご出席くださ
い。お子さんもご一緒に参加できます。
○日時：4／18 5／30 6／20

（すべて水曜日）14：00～15：00
○場所：UNEXビル5または6階
○申込：前日までに、氏名・住所・TEL・
○利用：提供会員どちらをご希望かを電話

またはFAXで

その他

◆お弁当の配達・調理ボランティア大募集！
一人暮らし

のお年寄りや
障がいのある
方にお弁当を
お届け。料理か
ら季節を感じ

たり、配達の際のささやかな会話を心待ちに
している方がたくさんいます。徒歩や自転車
でも大丈夫！

●キッチン寺尾
○日時：水曜日 13：00～16：00（調理）、

16：00～18：00（配達）
13：00～18：00（事務局補助）

○場所：寺尾地区センター及び近隣
●配食ほほえみ
○日時：第2・4土曜日 16：15集合（配達）
○場所：寺尾地域ケアプラザ及び近隣
●サークル鶴の恩返し
○日時：火・木曜日

10：30～12：30くらい（配達）
○場所：潮田地域ケアプラザ及び近隣
※連絡先：鶴見区ボランティアセンター

（区社協内 3504-5625）

◆国際理解講座 知ることから始めよう！
「多文化のまち・鶴見の歴史と現在」
鶴見はどのように「多文化のまち」となった

のか？ 歴史と現在、将来について講演します。
○日時：3／18（日）13：30～15：30
○場所：鶴見公会堂会議室
○講師：広田康生氏（専修大学文学部教授）
○申込：講座名・氏名・住所・TEL・FAX

をハガキまたはFAXで鶴見区生涯
学習支援センター内 NPO法人こ
んにちは・国際交流の会あて
（5510-1892）

◆急募！！障害児地域訓練会
「エンゼルの会」ボランティアさん募集！
子どもが好きな方、お待ちしています。
○日時：火・木曜日（週１でも可）

10：00～13：00
○場所：地域活動ホーム「ふれあいの家」

（生麦駅徒歩5分）
○内容：保育全般・外遊び・散歩の付き添

い・室内遊び・音楽遊びなど
○謝礼：1回につき￥1,500（交通費込み）
○連絡先：鶴見区ボランティアセンター

（区社協内 3504-5625）

◆鶴見区知的障害児者親の会「ひよこ会」
保育ボランティア募集
発達に遅れ

がある入園前
の子どもたち
と楽しく遊ん
でくれる方募
集中。経験問
いません。

○日時：月・水曜日 9：40～13：30
（週1でも可）

○場所：地域活動ホームもとみや
神奈川県競輪組合（花月園）

○内容：散歩・外遊びの付き添い、
保育活動のサポート

○連絡先：鶴見区ボランティアセンター
（区社協内 3504-5625）

※特に記載がないものは参加費無料
※地域によっては配布時期が前後するた
め、すでに応募が終了している場合も
ございますが、ご容赦ください。

◆編集後記 今回は特に、企業・団体のバ
ラエティに富んだ活動を紹介しました。参
考にしてください（ ）

●編集委員 小山 和雄 谷口 みつ子
三原 恵子 林 沙織 吉泉 英紀

「鶴見の空クイズ」 愛読者アンケート
◆パスネット1,000円分を5名様にプレゼント！
表紙の写真を見てピンときた方、ご応募くだ

さい！ 正解者に抽選でパスネットをプレゼン
トします。
応募は、はがき・FAX・Eメールで、q表紙のク

イズの回答 w〒・住所・氏名・TEL・性別・年齢 e

福祉つるみを手に入れた場所 r今号の中でよか
った記事 t取り上げてほしいテーマ y感想を記
入の上、4月30日（必着）までに下記「アンケー
ト係」へ。
当選者は次号にてご紹介します。頂いたご意

見は紙面でご紹介させていただくことがありま
すのでご了承ください。第53号当選者 岩間
永田 福永 松田 宮本（五十音順・敬称略）ク
イズの答えは「q大黒海づり公園」でした。

〒230-0051
鶴見区鶴見中央
4-32-1
UNEXビル5Ｆ
鶴見区社会福
祉協議会
3504-5619
5504-5616
Ｅメール：
yturumi-shakyo@guitar.ocn.ne.jp
HP：
http://www.yturumi-shakyo.jp/
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特集企業・団体の地域貢献

次号は6月1日発行「夏のボランティア特集」ほか（予定）

【表紙写真（2007年1月撮影）：ここは鶴見のどこの空？ 問題は下に…】
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●「福祉つるみ」の発行費は、共同募金配分金を活用しています。 ●「福祉つるみ」では広告を募集しております。●一部地域では、障害者地域作業所が配布しています。

金銭寄付（五十音順・敬称略）
（株）サムスン横浜研究所（株）タンガロイ／（株）ニュートーヨー（5）／JFEエ
ンジニアリング（株）／JFEスチール（株）京浜会／阿佐 貞太郎（3）／旭硝子労
働組合京浜支部／旭硝子労働組合本社分会／旭硝子労働組合本部／市場地区自
治連合会 市場地区社会福祉協議会／岩澤 夛鶴子（5）／潮田地区センターチ
ャリティダンスパーティ実行委員会／内田 八江子／おっさんネットワーク／
小野 岩雄／小野 梅子／小野 輝子／小野 芳太郎（2）／神奈川県厚生年金
受給者協会鶴見分会／岸谷第三健友会／貴田 米吉（2）／北寺尾ふれあい菜
園／工藤 高之祐（4）／コープかながわ地域ふれあいまつり実行委員会／コー
プかながわ馬場店／国鉄OB新つる会／小高 光江／五神 嘉子／佐々木 悦
子／佐野 聡一／社団法人鶴見法人会／社団法人鶴見法人会女性部会／白鵬女
子高等学校／大本山総持寺三松会（2）／鶴見区消費生活推進員／鶴見区仏教婦
人会／鶴見区ボランティア連絡会／鶴見ステーションビル（株）／鶴見薬剤師

会／ディサービスセンターなの花／中島 明高／中村 国政／名取 福造／虹
の会／西脇 和子／日本ボーイスカウト神奈川連盟横浜地区鶴見連絡会／日本
ボーイスカウト神奈川連盟横浜地区横浜第3団／ハーモニー音楽教室生徒一同・
愛する会一同／白 蓉子（3）／東台小学校三世代ふれあい光の子フェスティバ
ル実行委員会／樋高 禮子／平井 洵子（5）／ファーストみうら会／平成18年
度鶴見区生涯学級舞台スタッフ養成講座実技公演／ホームヘルパー3級第6期
生／股野 藍子／三谷 冨二子／（有）ユタカ／横浜市交通局自動車部東部サー
ビスセンター鶴見営業所／横浜市生麦地区センター クリスマスチャリティダン
スパーティー／横浜鶴見西ライオンズクラブ／横浜鶴見西ロータリークラブ／
横山 久祐（2）／レッツダンス ロイ

物品寄付（五十音順・敬称略）
YC鶴見西部／神奈川県宅地建物取引業横浜鶴見支部／吉兆グループ（4）

善 意 銀 行 寄 付 善意の寄付をありがとうございました 平成18年9月1日～平成19年1月31日（ ）内は寄付回数

鶴見区ボランティア連絡会には「支援」
「学習」2つの活動の輪があります。
q地域のお年寄りを対象とした食事会や
地域作業所等の食事サービス、イベン
トのお手伝い等具体的な支援活動。

w個人や異なるグループでボランティア
活動をしている人、これから活動を始め
たいという人が、グループや活動の種類
の垣根を越えて、交流や情報交換、時に
は一緒に活動していく学習活動の場。

人手不足で活動の継続が難しいと感じ
た時もあったそうですが「食事会やボラン
ティア同士の交流の場を待っている人が
いる」という思いで続けてきたそうです。
食事会の利用者の方も「毎月食事会が待ち
遠しい」と笑顔で話していました。長く続
けるためには「グループという枠を越えて
もっと多くの方に活動に加わっていただ
き、新たな課題や活動にもつなげていきた
い」と代表の松尾さん。3月にはボランテ
ィア入門講座も企画しています。

◆男のボランティア入門講座◆
～地域社会への軟着陸～

定年後、地域社会にさっそうと軟着陸する
には身近なボランティア活動がお勧め。行動
を起こすのはあなた！
●日時：3／24（土）10：30～16：00
●場所：鶴見公会堂第1会議室
●内容：講演「人生は二階建てで」

ワークショップ「生きがいづくり」
●対象：定年退職を迎えようとする方

すでに迎えた方（男女ともに）
●申込：電話。鶴見区ボランティア連絡会

（松尾 3581-0468）

◆鶴見区ボランティア連絡会◆
（プロフィール）

設 立：昭和55年
活 動 日：食事会（第3水曜）、定例会（第3土曜）、学習交流会（不定期）他
活動場所：寺尾地区センター、ふれあいセンターほか

新
年
会
。

一
芸
披
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い

駒岡地区社協「きらく会」
海のイメージがある鶴見で、駒

岡は昔から農地に適した土地。小
さな村が今では6千世帯ほどの大
きな町になりましたが、その名残
を見ることができます。
駒岡地区社協では毎月「きらく

会」という食事会にお年寄りをご
招待。駒岡の場合は近所の農家か
ら、地元で獲れた農産物が届くの
が特徴です。町会の婦人部を中心
とするボランティアたちは、さつ
まいもをいただけば天ぷらに、冬
瓜があれば煮物に、と腕をふるい
ます。最近はボランティアが耕す
畑「ふれあい菜園」畑からの収穫
物が届くことも。季節の味をお隣
にも、という“おすそ分け”の感じ
です。ご近所づきあいの延長とし
て、さりげなく地域を応援してく
れています。
「300円の会費で季節感のある
地元の野菜をいただくのはとても
好評」と駒岡地区社協の小山会長。
食事会では獲れたものを紹介して
ありがたくいただきます。

長寿庵
本町通商店街にあるおそば屋さ

ん「長寿庵」。定休日の水曜には
「いこい亭」ののれんをかけ、ト
ランプやおしゃべりなど思い思い
に過ごせる場所に変わります。
長寿庵の近所には老人会のメン

バーがたくさんいてみんな仲良
し。その中から「あそこを居場所
にしよう」という声があがり、老
人会やボランティアが中心となり
準備を進めてきました。
空き店舗ではなく、営業中のお

店の定休日をご好意でお借りでき
るのは珍しいこと。お店を貸すこ
とについて、店主の奥様の近藤道
子さんは「始めは軽い気持ちで
OKした」ものの「本当に大丈夫か
な？ と不安になったときもあっ
た」そうです。でも、近所の人たち
に「とにかくやってみよう。いつ
でもやめられるんだから」と背中
を押されて吹っ切れました。ここ
に店を構えて40年、積み上げら
れた近所付き合いがあってこそ実
現した居場所です。

リゾート スポーツ専門学校
横浜リゾート＆スポーツ専門

学校には、障害者・高齢者スポー
ツ指導者を養成するコースがあ
ります。
「学生時代のボランティア活動
は教科書にはない数多くのことを
教えてくれた。それは、こどもた
ちの笑顔や力強く握り返す手の温
もり、『またね！』と再会を約束す
る言葉にあったように思う。そん
な経験を学生たちにも感じてほし
い」と担当の坪田先生。その想い
に共感した学生たちが、昨年夏、
区社協主催の障害児と遊ぶボラン
ティアに参加しました。そしてこ
の冬、充実した学校設備、日頃の勉
強の成果を活かして、エアロビク
スやヨーヨー釣り、たこ焼き、やき
そばなど盛りだくさんな1日を障
害児にプレゼントしてくれました。
授業や放課後の時間を使って準

備を進めた学生たち。「参加者も
運営者も楽しむ」ことを目標に、
全員で協力して取り組んだ成果が
当日の子どもの笑顔となって実を
結びました。

横浜市交通局自動車部
東部サービスセンター 鶴見営業所
バスの中につい傘を置き忘れて

しまった、なんていうこと、あり
ますよね。でも「取りに行くのも
面倒くさいし…」と放っておいた
場合、どうなるのでしょう？ 市
営バス鶴見営業所では、遺失物取
扱規程に基づき6ヶ月間引き取り
手のない傘を集めて、年に1度の
つるみ臨海フェスティバルで販売
します。平成18年は合計150本。
鶴見営業所の中澤さんによると
「子ども用から折りたたみ傘まで
さまざま、3本1束にして100円
前後で販売。毎年楽しみに待って
いるお客様も多い」のだとか。売
り上げは鶴見区民のために、と毎
年鶴見区社協の善意銀行へ寄せて
くれます。
市営バスでは、福祉の体験学習

にもご協力しています、とのこと。
バス会社の皆さんは快適なバスの
運行だけでなく、地域のためにが
んばっているんですね！

川崎鶴見臨港バス鶴見営業所
裏門を入ると大きな路線バス

が2台。車いすに乗ったり妊婦や
高齢者体験のセットを着けた人
がバスの乗り降りをしています。
昨年の9月、橘学苑中学・高校の
文化祭での光景。高校1年生のク
ラスと臨港バス、寺尾地域ケア
プラザなどの共同運営による福
祉体験です。
ツーステップとノンステップの

バスを体験することで、ノンステ
ップのありがたさを実感。このよ
うなイベントをとおして日頃興味
がない人にも関心を持ってもら
い、「奥に詰めて座るなどのゆず
りあいについて考えてもらえれ
ば」と鶴見営業所の柿沼所長。
「車両に余裕があれば、できるだ
け地域へ密着した活動をしていき
たいです」。

京急鶴見駅前ベルロード商店街
京急鶴見駅前のベルロード商店

街は年に一度、子どもたちが安心
して遊べる「ちびっこ王国」に変
身します。ダーツやストラックア
ウトなど楽しいプログラムが盛り
だくさん！ 企画する中学生から
は、大人以上に楽しいアイディア
がどんどん生まれます。
ここで育った中学生の中には地

域活動のリーダーへと成長してい
く人もいます。仕掛け人は、商店
街にある（株）マルハチの八木さ
ん。このような活動をとおして若
者たちを育ててきました。
商店街活性化のネタはこれに尽

きません。病院が増えたために
「病院商店街」と言われたのを逆
手にとり「医療機関マップ」を発
行。結果的に商店街のお客さんも
増える、一石二鳥です。
「商人（あきんど）の心はモノ
を売ってなんぼではなく、人に喜
ばれてなんぼ」と八木さん。訪れ
る人にも優しく、の心意気が生き
生きとしたアイディアの源かもし
れません。

毎週水曜日（第5週は除く）11時～16時
どうぞお寄り下さい！

例年4月にはたけのこ料理が並びます がんばるぞー！！！

生徒が企画から運営まで、鶴見中学校の生徒が活躍

職員が丁寧に対応
こんな運転士さんばかりだといいですね

つるみ臨海フェスティバルで人気のちびバス


